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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 19日 (2007.4.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 ９ ～ １ ５ ｍ 2 ／ ｇ の 比 表 面 積 、
【 数 １ 】
　
　
の 保 磁 力 、 お よ び １ .１ ～ １ .３ ｇ ／ ｃ ｍ の 沈 降 見 掛 密 度 を 有 す る マ グ ネ タ イ ト の 製 造 方
法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 水 溶 液 の 形 の ア ル カ リ 成 分 を 、 保 護 ガ ス 雰 囲 気 下 、 容 器 に 入 れ 、
　 （ ｂ ） マ グ ネ タ イ ト の Ｆ ｅ に 対 し て １ .０ ～ ３ .０ モ ル ％ の シ リ ケ ー ト 成 分 を 添 加 し て 反
応 混 合 物 を 作 り 、
　 （ ｃ ） 反 応 混 合 物 を 、 ６ ０ ～ ８ ０ ℃ の 沈 殿 温 度 に 加 熱 し 、
　 （ ｄ ） 鉄 (II)成 分 を 、 ア ル カ リ 成 分 １ 当 量 当 た り Ｆ ｅ ０ .５ ～ １ .５ モ ル ／ 時 の 速 度 で 、
懸 濁 液 の ｐ Ｈ が ７ .０ ～ ８ .５ に な る ま で 添 加 し 、
　 （ ｅ ） ２ ０ ～ ５ モ ル ％ Ｆ ｅ (II)／ 時 の 速 度 で 、 Ｆ ｅ (III)含 量 が Ｆ ｅ (III)６ ５ ～ ７ ５ モ
ル ％ に な る ま で 、 酸 化 剤 に よ り 懸 濁 液 を 酸 化 す る
こ と を 含 ん で な る 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 工 程 （ ｂ ） に お い て マ グ ネ タ イ ト の Ｆ ｅ に 対 し て １ .７ ～ ２ .５ モ ル ％
の シ リ ケ ー ト 成 分 を 添 加 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 鉄 (II)成 分 の Ｆ ｅ 含 量 は 、 Ｆ ｅ ６ ０ ～ １ ８ ０ ｇ ／ Ｌ で あ る 請 求 項 １ に
記 載 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 鉄 (II)成 分 の Ｆ ｅ 含 量 は 、 Ｆ ｅ ６ ５ ～ １ ２ ０ ｇ ／ Ｌ で あ る 請 求 項 １ に
記 載 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 鉄 (II)成 分 の Ｆ ｅ 含 量 は 、 Ｆ ｅ ８ ０ ～ ９ ５ ｇ ／ Ｌ で あ る 請 求 項 １ に 記
載 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 鉄 (II)成 分 の Ｆ ｅ (III)含 量 は 、 Ｆ ｅ (III)０ .２ ～ １ .２ モ ル ％ で あ る
請 求 項 １ に 記 載 の 製 造 方 法 。
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　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 鉄 (II)成 分 の Ｆ ｅ (III)含 量 は 、 Ｆ ｅ (III)０ .３ ～ ０ .６ モ ル ％ で あ る
請 求 項 １ に 記 載 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 鉄 (II)成 分 は 、 硫 酸 鉄 (II)ま た は 塩 化 鉄 (II)で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の
製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 ア ル カ リ 成 分 は 、 ア ル カ リ 金 属 水 酸 化 物 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 水 酸 化 物
、 ア ル カ リ 土 類 金 属 酸 化 物 、 ア ル カ リ 金 属 炭 酸 塩 、 Ｍ ｇ Ｃ Ｏ 3 ま た は ア ン モ ニ ア で あ る 請
求 項 １ に 記 載 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 酸 化 剤 は 、 空 気 酸 素 、 純 酸 素 、 過 酸 化 水 素 、 塩 素 ま た は ア ル カ リ 金
属 塩 素 酸 塩 若 し く は 硝 酸 塩 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の 結 果 、 こ の 目 的 に 使 用 さ れ る マ グ ネ タ イ ト は 、 非 常 に 狭 い 粒 子 寸 法 を 有 し て い
な け れ ば な ら な い 。 さ ら に 、 仕 上 が っ た ト ナ ー 中 で の マ グ ネ タ イ ト 粒 子 の 均 一 な 分 布 を 確
実 に す る た め に 、 限 定 さ れ た 粒 子 寸 法 が 必 要 で あ る 。 マ グ ネ タ イ ト 自 体 は 、 静 電 的 転 写 中
に 潜 像 を 安 定 化 す る た め に 、 非 常 に 高 い 電 気 抵 抗 を 持 た な け れ ば な ら な い 。
　 加 え て 、 保 磁 力 、 飽 和 磁 化 、 お よ び と り わ け 残 留 磁 化 は 、 機 器 中 の 一 般 的 な 電 界 強 度 に
対 し て 正 し い 比 率 で な け れ ば な ら な い 。 そ こ で 、 各 種 類 の 複 写 機 に つ い て 、 特 別 な 性 質 を
有 す る ト ナ ー 、 従 っ て マ グ ネ タ イ ト を 開 発 す る 必 要 が あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 ９ ～ １ ５ ｍ 2 ／ ｇ の 比 表 面 積 、
【 数 ２ 】
　
　
の 保 磁 力 、 お よ び １ .１ ～ １ .３ ｇ ／ ｃ ｍ の 沈 降 見 掛 密 度 を 有 す る マ グ ネ タ イ ト の 製 造 方
法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 水 溶 液 の 形 の ア ル カ リ 成 分 を 、 保 護 ガ ス 雰 囲 気 下 、 容 器 に 入 れ 、
　 （ ｂ ） マ グ ネ タ イ ト の Ｆ ｅ に 対 し て １ .０ ～ ３ .０ モ ル ％ （ 好 ま し く は １ .７ ～ ２ .５ モ ル
％ ） の シ リ ケ ー ト 成 分 を 添 加 し て 反 応 混 合 物 を 作 り 、
　 （ ｃ ） 反 応 混 合 物 を 、 ６ ０ ～ ８ ０ ℃ （ 好 ま し く は ６ ５ ～ ７ ５ ℃ ） の 沈 殿 温 度 に 加 熱 し 、
　 （ ｄ ） 鉄 (II)成 分 を 、 ア ル カ リ 成 分 １ 当 量 当 た り Ｆ ｅ ０ .５ ～ １ .５ モ ル ／ 時 の 速 度 で 、
懸 濁 液 の ｐ Ｈ が ７ .０ ～ ８ .５ （ 好 ま し く は ７ .２ ～ ７ .６ ） に な る ま で 添 加 し 、
　 （ ｅ ） ２ ０ ～ ５ モ ル ％ Ｆ ｅ (II)／ 時 （ 好 ま し く は １ ４ ～ １ ０ モ ル ％ Ｆ ｅ (II)／ 時 ） の 速
度 で 、 Ｆ ｅ (III)含 量 が Ｆ ｅ (III)６ ５ ～ ７ ５ モ ル ％ に な る ま で 、 酸 化 剤 に よ り 懸 濁 液 を 酸
化 す る
こ と を 含 ん で な る 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 Ｆ ｅ (II)成 分 は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム ま た は 他 の ア ル カ リ 成 分 １ 当 量 当 た り 、 ０ .５ ～ １ .
５ モ ル Ｆ ｅ ／ 時 の 速 度 で 添 加 す る 。 所 定 量 の Ｆ ｅ (II)の 添 加 が 完 了 し た 後 、 得 ら れ た 反 応
バ ッ チ を 反 応 温 度 に 加 熱 す る 。 多 く の 場 合 、 別 の 加 熱 工 程 が 必 要 で な い よ う に 、 沈 殿 温 度
お よ び 反 応 温 度 は 同 じ で あ る 。
　 反 応 温 度 に 達 し た 時 に 、 保 護 ガ ス の ス パ ー ジ を 停 止 し 、 酸 化 剤 の 供 給 を 開 始 す る 。 ス パ
ー ジ に 空 気 を 使 用 す る 場 合 、 空 気 は 、 多 孔 分 散 装 置 に よ り 攪 拌 機 の 下 に 導 入 す る 。 選 択 さ
れ る 酸 化 速 度 は 、 ２ ０ ～ ５ モ ル Ｆ ｅ ／ 時 、 好 ま し く は １ ４ ～ １ ０ モ ル Ｆ ｅ ／
時 で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 得 ら れ た マ グ ネ タ イ ト は 、 下 記 の 性 質 を 有 し て い た 。
　 Ｓ ｉ 含 量 ： ０ .８ 重 量 ％
【 数 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　 粒 子 寸 法 ： ０ ． １ μ m
　 Ｂ Ｅ Ｔ 比 表 面 積 ： ９ .０ ｍ 2 ／ ｇ
　 沈 降 見 掛 密 度 ： １ .２ ２ ｇ ／ ｃ ｍ 3
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